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令和６年度鳥取県地域防災リーダースキルアップ研修 

開催要項 

 

１ 目 的 鳥取県中部地震の教訓等を踏まえ、地域における防災活動の担い手となる地域防災

リーダー等のスキルの向上を図り、地域防災力の充実強化を図る。 

 

２ 日 時 令和６年７月２０日（土） 午前９時３０分から午後５時００分まで 

 

３ 場 所 新日本海新聞社西部本社３階 日本海ふれあいホール （米子市両三柳３０６０） 

 

４ 主 催 鳥取県、米子市、一般財団法人日本防火・防災協会 

 

５ 後 援 総務省消防庁 

 

６ 対象者 自治会・自主防災会員、消防団員、防災士など地域における防災活動の担い手となる

方及び防災に関心のある学生等（１００名程度） 

 

７ 受講料 無料（事前申込みが必要です。） 

 

８ カリキュラム 

時 間 内 容 

9:30～10:00 受付・事前説明 

10:00～10:05 開会・挨拶・事務連絡 

鳥取県危機管理部消防防災課 

10:05～10:15 取組紹介 「自主防災組織員向け訓練について ～令和５年度実施報告～」 

鳥取県消防学校  

10:15～10:25 取組紹介 「住宅耐震化の促進について ～耐震改修のススメ～」 

鳥取県生活環境部 住宅政策課 建築指導室  

10:25～11:20 講演 「能登半島地震の被災地の様子と生活再建の現状」 

講師 日野ボランティア・ネットワーク 代表 山下 弘彦 氏 

11:20～11:30 休憩 

11:30～12:30 講演 「地震・津波への地域での対策について ～R6能登半島地震をふまえて～ 」 

講師 新潟大学危機管理センター 教授 田村 圭子 氏 

12:30～13:30 昼休憩 ※昼食は各自でご準備ください。 

13:30～15:50 演習 「鳥取県版避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）」  

講師 鳥取県災害福祉支援センター 災害支援専門官 白鳥 孝太 氏 

   鳥取大学 学生防災サークル 鳥大防災Ｌａｂ． 

15:50～16:00 本日のまとめ・閉会 

16:00～17:00 本日の振り返り・質疑応答・アンケート記入 

 

９ その他 

○実践的な演習実施のため、参加者は１００名程度を上限とします。 

※応募多数の場合は、地域ごとのバランスを考慮した上で、抽選とします。 

○講演部分については、オンラインを利用した後日配信を予定しています。 
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令和６年度鳥取県地域防災リーダースキルアップ研修 実施結果 

 

 

１ はじめに 

会場の収容人数を考慮し、参加人数に上限を設定した上で参加募集しました。 

また、取組紹介及び講演については、内容を録画・編集し、当日参加いただけなかった

方々に後日その内容をオンラインで公開しました。 

 

２ 開催日時 

令和６年７月２０日（土） 午前９時３０から午後５時まで 

 

３ 開催場所 

新日本海新聞社西部本社３階日本海ふれあいホール （米子市両三柳３０６０） 
 

４ 受講者 

  自治会・自主防災組織等の地域防災リーダー ８４名 

 

５ カリキュラム概要 

（１）取組紹介：「自主防災組織員向け訓練について ～令和５年度実施報告～」 

講師：鳥取県消防学校 講師 飯塚 博史 

   概要：鳥取県消防学校が実施する自主防災組織員向け訓練について、昨年度の事例

を紹介しながら説明。 

 

（２）取組紹介：「住宅耐震化の促進について ～耐震改修のススメ～」 

講師：鳥取県生活環境部住宅政策課建築指導室 建築技師 安田 みのり 

   概要：能登半島地震を踏まえて、本県の住宅耐震化の補助制度について案内。 

 

（３）講演：「能登半島地震の被災地の様子と生活再建の現状」 

講師：日野ボランティア・ネットワーク 代表 山下 弘彦 氏 

   概要：能登半島地震の災害ボランティア活動に携わっている経験から、現地で見た

ものや感じた課題について講演いただいた。 

 

（４）講演：「地震・津波への地域での対策について ～R6能登半島地震をふまえて～」 

講師：新潟大学危機管理センター 教授 田村 圭子 氏 

   概要：専門的知見から、能登半島地震の分析とそれを踏まえた地域での対策につい

て講演いただいた。 

 

（５）演習：「鳥取県版避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）」 

講師：鳥取県災害福祉支援センター 特任参事 白鳥 孝太 氏 

   鳥取大学 学生防災サークル 鳥大防災Ｌａｂ． 

概要：静岡県から使用許諾を得て、令和５年１月に完成した鳥取県版の避難所運営

ゲーム（ＨＵＧ）を利用した演習を実施いただいた。 
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１　参加者の所属について
参加の所属

※複数回答可
人数

自治会・自主防災組織 24

消防団 6

消防局 0

防災士 48

防災関係機関・団体 1

福祉関係機関・団体 0

市町村職員 3

その他 12

回答なし 0

計 94

２　防災士資格の有無

回答 人数

有 54

無 4

回答なし 26

計 84

３　取組紹介「自主防災組織員向け訓練について」及び「住宅耐震化の促進について」について

回答 人数

大変役に立った 23

やや役に立った 31

ふつう 7

あまり役に立たなかった 1

回答なし 22

計 84

令和６年度地域防災リーダースキルアップ研修

　アンケート集計結果

自治会・自主

防災組織
26%

消防団

6%

消防局

0%

防災士

51%

防災関係機

関・団体
1%

福祉関係機

関・団体
0%

市町村職員

3%
その他

13%

回答なし

0%

有

64%
無

5%

回答なし

31%

大変役に立っ

た
28%

やや役に立った

37%

ふつう

8%

あまり役に立

たなかった
1%

回答なし

26%
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４　講演「能登半島地震の被災地の様子と生活再建の現状」について

回答 人数

大変役に立った 34

やや役に立った 20

ふつう 2

あまり役に立たなかった 2

回答なし 26

計 84

５　講演「地震・津波への地域での対策について」について

回答 人数

大変役に立った 39

やや役に立った 16

ふつう 1

あまり役に立たなかった 1

回答なし 27

計 84

６　演習「鳥取県版避難所運営ゲーム（HUG）」について

回答 人数

大変役に立った 31

やや役に立った 16

ふつう 2

あまり役に立たなかった 12

回答なし 23

計 84

７　本日の研修（全体を通して）について

回答 人数

大変役に立った 37

やや役に立った 16

ふつう 1

あまり役に立たなかった 0

回答なし 30

計 84

大変役に立っ

た
47%

やや役に立った

19%

ふつう

1%

あまり役に立た

なかった
1%

回答なし

32%

大変役に立っ

た
37%

やや役に立った

19%
ふつう

3%

あまり役に立た

なかった
14%

回答なし

27%

大変役に立っ

た
41%

やや役に立った

24%
ふつう

2%

あまり役に立

たなかった
2%

回答なし

31%

大変役に立っ

た
44%

やや役に立った

19%
ふつう

1%

あまり役に立た

なかった
0%

回答なし

36%
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実施状況の写真 

 

１ 取組紹介 

  

 

 

２ 講演 
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３ 演習 
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能
登
半
島
地
震
石
川
県
輪
島
市

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
の
様
子
と
生
活
再
建
の
現
状

2
0
2
4
/0
7
山
下
弘
彦
(支
援
P
派
遣
)

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
2
0
0
1
年
4
月
～
）

鳥
取
県
西
部
地
震
（
2
0
0
0
）
を
契
機
に
、町
内
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
結
成

「
鳥
取
県
西
部
地
震
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
」
（
2
0
0
6
.1
0
～
県
委
託
）
→

「
ひ
の
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
（
2
0
2
1
.0
4
～
町
委
託
）
運
営

●
日
野
町
内
を
拠
点
と
し
た
活
動

災
害
復
興
活
動
→
被
災
後
の
地
域
づ
く
り
活
動

子
ど
も
～
高
齢
者
の
地
域
交
流
活
動
（
見
守
り
）

居
場
所
づ
く
り
活
動
、若
者
支
援

●
日
野
町
内
外
で
、西
部
地
震
・

そ
の
後
の
活
動
経
験
を
生
か
す
活
動

被
災
し
た
地
域
・住
民
支
援
活
動
（
被
災
現
場
で
）

支
援
活
動
や
防
減
災
の
取
り
組
み
普
及
（
平
常
時
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
支
援
活
動
者
）
の
つ
な
が
り
づ
く
り

●
地
域
活
動
、災
害
・防
減
災
活
動
の
取
り

組
み
支
援
（
講
座
・講
演
・委
員
会
な
ど
）

活
動
記
録
等
：４
冊
の
冊
子

交
流
の
場
の
運
営

★

★

20
04
10
台
風
23
号
水
害

20
04
10
新
潟
県
中
越
地
震

20
07
07
中
越
沖
地
震

20
06
07
平
成
18
年
7月
豪
雨

20
13
08
山
口
県
・
島
根
県
豪
雨

20
18
04
島
根
県
西
部
地
震

20
19
05
吉
賀
町
大
規
模
火
災

20
06
07
鹿
児
島
北
部
豪
雨20
07
03
能
登
半
島
地
震

20
24
01
能
登
半
島
地
震

20
09
07
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
災
害

20
13
08
山
口
県
・
島
根
県
豪
雨20
09
08
台
風
9号
災
害
：
美
作

20
18
07
平
成
30
年
7月
豪
雨

20
19
09
令
和
1年
豪
雨
：
新
見

20
12
07
九
州
北
部
豪
雨

20
17
07
九
州
北
部
豪
雨

20
12
08
京
都
南
部
豪
雨

20
16
04
熊
本
・
大
分
地
震

20
20
07
令
和
2年
7月
豪
雨

★

★★★

★★

★

★
★

★

★

★

20
18
06
大
阪
北
部
地
震
：
高
槻

★

20
14
08
広
島
市
土
砂
災
害

20
19
08
令
和
1年
:佐
賀

20
23
07
令
和
5年
:佐
賀

こ
れ
ま
で
の
被
災
地
支
援
活
動

20
04
07
福
井
豪
雨

20
22
08
令
和
4年
8月
豪
雨 2
00
30
7宮
城
県
北
部
地
震

20
08
06
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

20
11
03
東
日
本
大
震
災

20
15
09
関
東
・
東
北
豪
雨
水
害

20
19
10
台
風
19
号

20
00
10
鳥
取
県
西
部
地
震

20
06
01
平
成
18
年
豪
雪

20
06
07
平
成
18
年
7月
豪
雨

20
16
10
鳥
取
県
中
部
地
震

20
23
08
台
風
7号
鳥
取
市

他
被
災
地
の
支
援
活
動

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
(支
援
P
)

■
企
業
・社
会
福
祉
協
議
会
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
・共
同
募
金
会
が
協
働

す
る
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

■
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境
整
備
を
め
ざ
し
、人
材
、

資
源
・物
資
、資
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、現
地
支
援

全
社
協
等
が
派
遣
調
整
を
行
う
支
援
P
派
遣
で
は
、運
営
支

援
者
と
し
て
、現
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
状
況

に
よ
っ
て
必
要
な
役
割
を
果
た
す
（
災
害
救
助
法
適
用
時
）

運
営
支
援
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
の
支
援
を
通
し
て
、多
様
な

支
援
者
、被
災
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
と
、全

国
の
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
を
形
成
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能
登
半

島
地
震

輪
島
の
南
西
約
３
０

キ
ロ
の
能
登
半
島
沖

深
さ
約
１
１
キ
ロ

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

.９

平
成
１
９
年

３
月
２
５
日
（
日
）

午
前
９
時
４
２
分

「
能

登
半

島
地

震
こ
れ

か
ら
の

支
援

を
考

え
る
会
」
に
て

「
輪
島
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
発
足

平
成

１
９
年
5月

11
日

輪
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

個
人

輪
島

市
健

康
推

進
課

輪
島

市
地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

輪
島
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

加
入
の
グ
ル
ー
プ （
２
３
サ
ー
ク
ル
）

「
輪
島

市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
」

発
足

後
の

活
動

１
、
仮
設
住
宅
で
の
活
動

ふ
れ
あ
い
喫
茶
な
ど

自
分
た
ち
に
や
れ
る
こ
と

２
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

市
内
全
中
学
校

自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と

３
、
伝
え
よ
う
み
ん
な
の
声

冊
子
作
成

自
分
た
ち
の
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

災
害
の
時
に
役
立
つ

地
元
の
支
援
力
・
受
援
力

を
育
て
る
た
め
に
は

日
頃
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
当
た
り
前
、

助
け
合
い
が
当
た
り
前

の
風
土
作
り
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能
登
半
島
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
て

輪
島
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

【
和
み
バ
ッ
グ
】

•
能
登
半
島
地
震
の
被
災
、支
援
経
験
を
活

か
し
て

•
被
災
し
た
地
域
の
方
の
活
動
で
、の
ち
の
被

災
地
へ
の
お
見
舞
い
。訪
問
活
動
の
際
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
。

•
着
物
地
な
ど
か
ら
手
づ
く
り
し
た
バ
ッ
グ
に

仮
設
住
宅
入
居
期
な
ど
に
個
別
に
、あ
る
い

は
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
に
必
要
そ
う
な
も
の
な

ど
を
詰
め
、他
被
災
地
の
支
援
に
い
か
せ
る

よ
う
現
地
支
援
者
と
調
整
し
て
届
け
て
い
る
。

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
で
の
支
援

■
輪
島
（
前
後
の
金
沢
泊
な
ど
除
く
）

1
月
9
日
～
1
5
日

1
月
2
3
日
～
3
0
日

2
月
3
日
～
7
日

2
月
2
3
日
～
2
8
日

3
月
2
0
日
～
2
5
日

4
月
1
4
日
～
2
2
日

4
月
2
9
日
～
5
月
8
日

５
月
１
５
日
～
5
月
２
２
日

6
月
2
1
日
～
6
月
2
5
日

7
月
6
日
～
7
月
1
1
日

7
月
2
9
日
～
8
月
7
日

・・
・つ
づ
く
・・
・

中
日
新
聞
w
eb
サ
イ
ト
よ
り
（
4
月
2
6
日
時
点
）

町
野

輪
島

門
前

輪
島
市
の
種
々
の
被
害
と
生
活
へ
の
影
響

●
震
度
7
:多
く
の
死
者
等
、家
屋
倒
壊
・損
壊
、土
砂
災
害

●
輪
島
朝
市
近
辺
の
大
規
模
火
災

●
幹
線
道
路
「
の
と
里
山
海
道
」
市
内
各
所
道
路
の
損
壊
：倒
壊

家
屋
に
よ
る
通
行
危
険

●
海
岸
が
盛
り
上
が
り
水
位
が
下
が
る
「
海
岸
隆
起
」

○
集
落
の
孤
立
、当
初
通
信
の
途
絶

○
停
電
、そ
し
て
現
在
も
続
く
上
下
水
道
未
復
旧

○
避
難
所
・車
中
泊
・在
宅
避
難
・広
域
避
難
…

○
中
学
生
だ
け
の
白
山
市
へ
の
避
難
…
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」
と
も
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行
政
・社
協
等
諸
機
関
職
員
、区
長
・民
生
委
員
…

誰
も
が
被
災
者
…
「
大
丈
夫
で
す
、生
き
て
い
ま
す
」

そ
ん
な
状
況
の
ま
ま
出
勤
し
て
い
る
社
協
職
員

●
自
宅
は
倒
壊
、集
落
が
孤
立
…
居
ど
こ
ろ
は
：社
協
事
務
所
・

避
難
所
・車
中
・倉
庫
・知
り
合
い
宅
に
間
借
り
、若
干
自
宅

○
命
か
ら
が
ら
逃
げ
の
び
、燃
え
上
が
る
市
内
を
見
た

○
私
た
ち
は
こ
こ
に
い
て
い
い
の
？

○
孤
立
集
落
か
ら
や
っ
と
出
て
こ
ら
れ
た
（
1
/1
2
頃
）

○
「
魚
食
べ
る
の
、い
つ
ぶ
り
か
な
？
」
鯖
缶
を
手
に
し
て

○
子
ど
も
、老
親
を
考
え
る
と
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
…

○
家
が
建
っ
て
い
て
灯
り
が
つ
き
近
所
に
悪
い
、縛
ら
れ
て
も
い
る

輪
島
市
社
協
の
組
織
図

事
務

局
長

事
務
局
参
事

総
務
課

地
域
福
祉
課

介
護
福
祉
課

児
童
福
祉
課

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
わ
じ
ま

門
前
支
所

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
準
備
室

本 所 支 所

ま
ず
何
を
す
べ
き
か
？

～
と
に
か
く
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
！？

今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
改
め
て
「
思
い
込
み
」
を
剥
が
し
て
い

か
ね
ば
と
思
う
。そ
れ
は
行
政
・社
協
・報
道
な
ど
含
め
て
広
く
蔓

延
し
た
、

①
災
害
ボ
ラ
セ
ン
＝
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

（
恐
ら
く
≒
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
受
け
入
れ
派
遣
す
る
仕
組
み
、

②
災
害
時
に
社
協
が
や
る
べ
き
は
「
災
害
ボ
ラ
セ
ン
」
、

③
そ
の
た
め
に
、設
置
場
所
の
準
備
を
し
な
い
と
い
け
な
い
、

「
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
ニ
ー
ズ
の
把
握
」
を
し
な
い
と
い
け
な
い
…

…
「
災
害
ボ
ラ
セ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
は
、そ
の
た
め
の
あ
く

ま
で
準
備
期
間
、と
い
う
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
思
い
込
み
。

※
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
重
要
性
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、念
の
た
め
。

【
市
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
が
困
難
だ
っ
た
理
由
】

●
倒
壊
危
険
家
屋
が
多
い
う
え
余
震
も
多
く
活
動
上
の
リ
ス
ク
が

高
い

●
上
下
水
道
が
未
復
旧
で
ト
イ
レ
や
宿
泊
等
拠
点
施
設
の
整
備

が
困
難
な
ど
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
、ま
た
甚
大
な
被
害
で
広
い

駐
車
場
な
ど
の
確
保
も
困
難

●
日
帰
り
を
す
る
に
し
て
も
交
通
事
情
が
悪
く
渋
滞
の
一
因
と
な

り
ま
た
移
動
時
間
が
か
か
る
た
め
現
地
活
動
時
間
が
長
く
と
れ
な

い →
現
状
、二
次
避
難
等
で
地
元
に
い
な
い
被
災
住
民
が
多
い

（
状
況
は
刻
々
と
変
化
す
る
）

◆
当
初
か
ら
外
部
の
力
を
借
り
に
く
い
＝
困
難
な
中
に
あ
っ
て
も

地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
が
重
要
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輪
島
市
社
協
と
し
て
、特
に
ど
こ
に
目
を
向
け
る
？

●
避
難
所
の
過
酷
な
状
況

→
食
事
・物
資
な
ど
十
分
で
な
い
避
難
所
も
あ
る
と
の
情
報
も

→
あ
る
程
度
状
況
把
握
さ
れ
て
お
り
、最
低
限
の
目
は
配
ら
れ
て
い
る
（
支
援

の
ば
ら
つ
き
・仕
組
み
に
は
課
題
）

→
輪
島
市
役
所
職
員
の
困
難
も
聞
こ
え
る
が
、行
政
間
支
援
に
望
み
を
託
し

た
い
（
社
協
職
員
は
限
ら
れ
る
）

※
一
方
、医
療
視
点
が
強
く
、住
民
の
自
立
へ
の
配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
る

場
面
も
。

●
在
宅
生
活
者
、車
中
泊
生
活
者
等
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
？

→
ほ
と
ん
ど
目
が
届
か
な
い
、物
資
・情
報
が
な
い

→
何
ら
か
の
事
情
で
、避
難
所
・広
域
避
難
を
し
て
い
な
い
、等

被
災
し
た
住
民
・地
域
を
支
え
る
た
め
、

オ
ー
ル
輪
島
市
社
協
職
員
の
地
域
担
当
制
に
よ
る
訪
問
活
動

「
社
協
の
訪
問
活
動
は
『
お
付
き
合
い
』
」
（
課
長
）

【
オ
ー
ル
輪
島
市
社
協
職
員
に
よ
る
地
域
担
当
制
イ
メ
ー
ジ
】

課
を
超
え
て
、全
職
員
が
役
割
分
担
し
て
地
域
を
担
当
す
る

【
輪
島
担
当
】

輪
島
市
社
協

●
●
●
●
●

応
援
社
協

○
○
○

【
門
前
担
当
】

輪
島
市
社
協

●
●
●
●
●

応
援
社
協

○
○
○

【
町
野
担
当
】

輪
島
市
社
協

●
●
●
●
●

応
援
社
協

○
○
○

被
災
し
た
住
民
・地
域
を
支
え
る
た
め
、

オ
ー
ル
輪
島
市
社
協
職
員
の
地
域
担
当
制
に
よ
る
訪
問
活
動

地
域
の
キ
イ
マ
ン
に
集
落
や
避
難
所
の
情
報
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、人
に
よ
っ
て
孤

立
し
て
い
る
懸
念
も
あ
る
在
宅
・車
中
泊
の
方
を
中
心
に
状
況
把
握
と
支
援
を
行
う
。

住
民
に
と
っ
て
は
「
気
に
か
け
ら
れ
て
い
る
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、社
協
に
と
っ

て
は
「
気
に
か
か
る
」
人
を
把
握
し
、必
要
で
あ
れ
ば
何
ら
か
の
直
接
支
援
（
社
協
・

近
所
・専
門
職
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
や
地
域
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
。

→
長
期
的
に
、被
災
さ
れ
た
住
民
が
落
ち
着
い
た
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
た
め
の
支
援

、地
域
の
助
け
合
い
が
回
復
し
て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
、継
続
し
て

取
り
組
む
。

◆
在
宅
・車
中
泊
を
中
心
に
状
況
把
握

・広
く
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
の
把
握

・「
気
が
か
り
な
方
」
の
状
況
把
握

・集
落
・避
難
所
等
地
域
状
況
の
把
握

◆
把
握
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、関
わ
り
・支
援
の
必
要
性
・方
法
の
検
討
☜

こ
こ

が
ポ
イ
ン
ト
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【
地
域
担
当
制
】

【
地
域
担
当
制
に
取
り
組
む
方
針
】

全
職
員
で
分
担
す
る
：た
だ
し
、職
員
に
よ
っ
て
生
活
状
況
や
通
常
の

担
当
業
務
の
状
況
が
異
な
り
、事
務
所
で
の
共
通
業
務
も
あ
る
の
で

、こ
れ
ま
で
の
業
務
経
験
な
ど
踏
ま
え
動
き
方
も
調
整
す
る

地
域
担
当
と
す
る
が
オ
ー
ル
社
協
で
取
り
組
む
役
割
分
担
な
の
で
、

随
時
全
体
で
情
報
共
有
・目
線
合
わ
せ
を
し
協
力
し
て
取
り
組
む

足
し
算
で
考
え
る
：は
じ
め
か
ら
完
全
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、ま
ず
は

一
人
で
も
１
か
所
で
も
助
か
る
よ
う
に
す
る

と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
て
、方
法
な
ど
や
り
な
が
ら
検
討
し
て
徐
々
に
い

い
形
に
な
る
よ
う
に
す
る

地
域
ご
と
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
な
ど
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、実
際
に

地
域
に
出
て
キ
イ
パ
ー
ソ
ン
や
世
帯
の
訪
問
な
ど
を
行
う

ゆ
く
ゆ
く
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
支
援
（
地
域
連

携
と
外
部
支
援
を
合
わ
せ
て
活
か
す
）
、社
協
と
し
て
の
長
期
的
な
暮

ら
し
を
取
り
戻
す
支
援
に
つ
な
げ
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

【
地
域
担
当
制
】

【
支
援
方
法
】

話
を
聴
く
→
こ
ち
ら
が
聞
き
た
い
こ
と
よ
り
も
、ま
ず
相
手
の
方
が
話

し
た
い
こ
と
を
話
し
て
も
ら
う

相
談
に
乗
る
→
ま
ず
は
話
を
聴
く
く
ら
い
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、そ
の
中
か
ら
何
が
助
け
に
な
る
か
検
討
し
（
ニ
ー

ズ
）
、で
き
る
こ
と
を
す
る

届
け
る
→
モ
ノ
や
情
報
な
ど
、必
要
な
も
の
を
届
け
る

つ
な
ぐ
→
例
え
ば
、避
難
所
か
ら
在
宅
避
難
生
活
者
に
近
所
の
方

が
気
に
か
け
て
届
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
：見
守
り
＆
何
か
あ

れ
ば
教
え
て
も
ら
う

伝
え
る
→
個
別
の
見
守
り
や
支
援
が
必
要
な
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

市
役
所
・近
く
の
キ
イ
パ
ー
ソ
ン
な
ど
に
伝
え
る

技
術
系
N
P
O
の
献
身
～
甚
大
な
被
害
の
中
に
あ
っ
て
～

●
公
共
の
力
で
進
ま
な
い
、道
の
啓
開

●
家
の
戸
が
閉
ま
ら
な
い
…

●
倒
壊
し
た
家
屋
、せ
め
て
大
事
な
も
の
を
取
り
出
し
た
い

-P
C
、ス
マ
ホ
、通
帳
、印
鑑
、車
両
…

-商
売
の
品
の
輪
島
塗
…
（
気
が
か
り
で
避
難
で
き
な
い
）

-ご
位
牌
、地
震
で
犠
牲
に
な
っ
た
家
族
の
思
い
出
の
品
…

「
す
べ
て
失
っ
た
気
が
し
た
が
、救
わ
れ
た
」

●
曰
く
「
昨
日
の
じ
い
ち
ゃ
ん
が
気
に
な
っ
た
か
ら
、今
朝
も
寄
っ

て
き
た
」
…
単
な
る
技
術
系
で
は
な
い
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住
民
・地
域
の
力
～
甚
大
な
被
害
の
中
に
あ
っ
て
～

●
被
災
し
な
が
ら
、社
協
に
出
入
り
し
、情
報
を
持
っ
て
き
た
り
、孤
立
地
域
に

物
資
を
届
け
た
り
、訪
問
活
動
に
同
行
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
自
宅
は
全
壊
。ど
う
せ
や
る
こ
と
な
く
避
難
所
に
い
る
の
だ
か
ら
と
、曰
く
「

ひ
と
り
災
害
ボ
ラ
セ
ン
」
（
「
自
称
災
害
対
策
本
部
」
）
：輪
島
中
学
校
避
難
所

の
運
営

●
広
域
避
難
を
せ
ず
に
自
宅
に
い
る
高
齢
者
等
を
訪
ね
て
回
っ
て
い
る

●
今
年
も
輪
島
高
校
卒
業
生
に
贈
る
「
防
災
ポ
ー
チ
」
を
卒
業
式
に
渡
し
た

い
！協
力
し
て
！

●
被
災
し
て
、地
域
み
ん
な
で
炊
き
出
し
を
す
る
な
ど
協
力
し
て
在
宅
避
難
生

活
。被
災
以
前
よ
り
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
た
。

○
避
難
所
に
い
て
も
す
る
こ
と
が
な
い
、何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
方
が
い

い
の
で
は
な
い
か
。

「
こ
れ
ぞ
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
!?
」

2
0
0
7
年
能
登
半
島
地
震
の
際
、あ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
。

1
人
の
お
っ
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
て
、「
昨
日
は
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
た
。軽
ト
ラ
に

乗
っ
て
き
た
か
ら
、今
日
は
物
を
運
ぶ
の
で
も
何
か
手
伝
う
の
で
も
や
る
ぞ
」
。そ
れ
に

地
元
社
協
の
職
員
さ
ん
「
〇
〇
さ
ん
、い
い
と
こ
に
来
た
ー
。助
か
る
ー
。△
△
さ
ん
と
こ

が
※
※
で
困
っ
て
る
て
。他
の
人
連
れ
て
一
緒
に
行
っ
て
み
て
く
れ
る
？
」
。お
っ
ち
ゃ
ん

は
「
よ
し
、き
た
！」
と
そ
の
ま
ま
行
っ
て
く
だ
さ
り
。

こ
の
話
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、当
時
支
援
に
入
っ
て
い
た
社
協
職
員
。

「
机
椅
子
を
並
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
迎
え
入
れ
て
待
っ
て
も
ら
っ
て
、予
め
準
備
し
た

『
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
ニ
ー
ズ
』
を
紹
介
し
て
。そ
れ
こ
そ
が
災
害
ボ
ラ
セ
ン
な
の
か
？
？
と

疑
問
に
思
っ
て
い
た
が
、こ
う
し
た
や
り
と
り
を
見
て
、こ
れ
だ
！こ
れ
が
災
害
ボ
ラ
セ
ン

の
根
幹
だ
！と
思
っ
た
。」

「
こ
れ
ぞ
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
!?
」

被
災
し
た
方
は
必
要
な
こ
と
は
助
け
て
も
ら
う
し
、で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
助
け
に
も
な

る
し
。

被
災
し
た
住
民
も
含
め
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
助
け
合
っ
て
。そ
こ

に
地
域
外
か
ら
の
助
け
も
加
わ
っ
て
一
緒
に
助
け
合
っ
て
。

数
が
多
い
と
運
営
が
難
し
い
の
で
機
能
的
に
整
理
し
て
行
う
。そ
の
結
果
が
、仕
組
み

化
さ
れ
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
だ
が
、そ
も
そ
も
を
考
え
れ
ば
、そ
の
仕
組

み
も
多
様
で
あ
り
得
る
は
ず
で
。

そ
ん
な
わ
け
で
。

奥
能
登
、中
で
も
特
に
輪
島
市
、珠
洲
市
な
ど
、市
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

て
も
ら
え
る
状
況
で
は
な
く
て
も
、

諸
機
関
の
職
員
な
ど
含
め
て
市
民
み
ん
な
が
被
災
し
て
い
る
中
、状
況
や
困
り
ご
と
の

把
握
に
も
、そ
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
の
対
応
に
も
、市
民
の
方
、そ
し
て
コ
ミ
サ
ポ
ひ

ろ
し
ま
な
ど
技
術
の
あ
る
N
P
O
の
方
な
ど
が
協
力
し
合
っ
て
、今
で
き
る
形
で
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
支
援
も
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
輪
島
市
災
害
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
の
意
味

◇
2
月
1
0
日
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
「
輪
島
市
災

害
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
運
営
し
ま
す
。

今
回
の
災
害
で
は
、生
活
面
で
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
方
が
お
ら

れ
、個
別
に
困
り
ご
と
の
相
談
に
の
っ
て
支
援
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、

地
域
に
よ
る
た
す
け
あ
い
、諸
組
織
が
連
携
し
た
支
援
、市
内
外

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・N
P
O
に
よ
る
支
援
な
ど
、市
内
外
総
じ
て
た
す

け
あ
い
活
動
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、生
活
面
や
住
宅
復
旧
な
ど
暮
ら
し
の
全
体
を
支
え
て

い
け
る
よ
う
、2
月
1
0
日
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

「
輪
島
市
災
害
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
（
輪
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
と
し
て
運
営
し
ま
す
。

※
こ
の
先
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
総
称
し
て
「
災
害

た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
い
く
想
定
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被
災
下
で
の
地
域
福
祉
活
動
～
輪
島
市
の
支
援
を
通
じ
て
～

＊
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
手
段
の
１
つ
、災
害
時
に
住
民
が
抱
え
る

課
題
は
「
（
作
業
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
」
だ
け
で
は
な
い

◆
状
況
把
握
‐課
題
が
あ
れ
ば
伝
え
る
・共
有
す
る
・働
き
か
け
る
・声
を

か
け
る
・見
守
る
…
な
ど
、災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
重
要

＊
災
害
時
の
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

◆
避
難
所
、在
宅
避
難
生
活
（
地
域
生
活
）
…
に
お
い
て
、一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
を
す
る
（
「
お
客
さ
ん
」
に
な
ら
な
い
）

◆
助
け
合
い
・支
え
合
い
が
少
し
で
も
機
能
す
る
た
め
に
は
？
（
日
ご
ろ
の

地
域
で
の
支
え
合
い
）

＊
地
域
交
流
、外
に
開
く
・外
部
の
力
を
借
り
る
、多
様
な
力
を
活
か
す
協
働

・連
携

＊
「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
」
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
「
支
え
る
‐支

え
ら
れ
る
固
定
的
な
関
係
性
を
超
え
て
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」
「
生
活
困
窮

者
の
支
援
」
…
な
ど
を
被
災
下
で
い
か
に
少
し
で
も
で
き
る
か
。

生
活
再
建
の
現
状
と
課
題
（
輪
島
市
内
…
珠
洲
市
も
ほ
ぼ
同
様
）

◆
被
害
の
大
小
に
よ
ら
ず
、一
人
ひ
と
り
の
困
難

◆
下
水
道
：５
月
頃
時
点
で
本
管
は
１
０
０
％
、た
だ
し
宅
内
配
管
は
５
０
％
は

問
題
あ
り
自
力
修
繕
必
要
…
お
そ
ら
く
現
状
で
６
０
％
？

・地
盤
災
害
と
し
て
は
最
大
級
…
今
も
簡
易
ト
イ
レ
が
毎
日
配
付

◆
公
費
解
体
は
約
３
％
完
了

・家
屋
内
の
保
管
し
た
い
物
の
保
管
場
所
が
な
く
解
体
申
請
で
き
な
い
人
も

・解
体
は
必
要
な
も
の
の
取
り
出
し
な
ど
行
う
た
め
１
０
‐１
４
日
は
か
か
る

◆
避
難
所
解
消
を
目
指
す
動
き
は
あ
る
が
生
活
が
成
り
立
つ
か
？

◆
仮
設
住
宅
は
約
２
３
０
０
戸
、概
ね
完
成
し
て
き
て
い
る
が
…

・未
入
居
、２
拠
点
・３
拠
点
生
活

・家
族
の
問
題
、子
ど
も
の
問
題
（
抑
圧
さ
れ
た
状
況
が
続
き
）

◆
今
後
の
住
宅
・生
活
再
建
は
？
？
？
：地
震
の
ト
ラ
ウ
マ
、建
設
業
者
不
足
、

建
設
地
の
課
題
、集
落
機
能
の
損
傷
…
そ
し
て
地
元
人
材
の
不
足
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地
震
・
津
波
へ
の
地
域
で
の
対
策
に
つ
い
て

～
R6
能
登
半
島
地
震
を
ふ
ま
え
て
～

新
潟

大
学

危
機

管
理

セ
ン

タ
ー

田
村

圭
子

令
和

６
年

度
鳥

取
県

地
域

防
災

リ
ー

ダ
ー

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

令
和
6年
能
登
半
島
地
震

令
和
6年

1月
1日

•
1月

1日
16

時
1 0

分
皆

さ
ん

、
何

を
し

て
ま

し
た

か
？

○

○○
多

く
の

人
が

・
日

常
と

は
異

な
る

場
所

・
日

常
と

は
異

な
る

コ
ト

を
し

て
い

ま
し

た
･･

･

ht
tp

s:
//

w
w

w
.ik

eh
ik

os
ho

p.
jp

/b
lo

g/
ku

ra
si/

17
60

8/

あ
る

会
社

の
20

23
年

12
月

ア
ン

ケ
ー

ト

令
和
6年
能
登
半
島
地
震

令
和
6年

1月
1日

16
時
10
分
発
生

能
登
半
島
の
深
さ
16
km
を
震
源
と
し
て
M
7.
6の

地
震
が
発
生

緊
急
地
震
速
報

気
象

庁
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強
い
ゆ
れ
の
な
い
地
域
で
も
緊
急
地
震
速
報

•東
北

、
関

東
甲

信
、

東
海

、
近

畿
の

26
都

府
県

•震
度

4以
上

を
観

測
し

た
の

は
石

川
県

・
新

潟
県

の
み

•原
因

は
「

規
模

を
過

大
推

定
」

気
象

庁

緊
急
地
震
速
報
が
な
っ
た
ら

ゆ
れ
を
感
じ
た
ら
、
安
全
確
保
行
動
1,
2,
3

日
本

シ
ェ

イ
ク

ア
ウ

ト
提

唱
会

議

地
震

・
津

波
対

策
①

15
0キ

ロ
に
わ
た
っ
て
断
層
が
ず
れ
動
い
た

20
23

.震
度

6強
死

者
1名

、
け

が
人

22
名

20
22

.震
度

6弱
20

21
.震

度
5弱

20
24

. 震
度

7

19
95

年
に

阪
神

・
淡

路
大

震
災

を
引

き
起

こ
し

た
兵

庫
県

南
部

地
震

の
活

断
層

が
50

キ
ロ

・
6弱

︓
中
能
登
町
、
能
登
町

新
潟
県
長
岡
市

・
6︓

穴
水
町

→
7︓

輪
島
市
、
志
賀
町

•
耐
震
性
の
低
×
木
造

→
傾
く
、
倒
れ
る

•
耐
震
性
の
高
×
木
造

•
→
傾
く

•
耐
震
性
の
低
×
鉄
筋
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

→
倒
れ
る

→
6強

︓
七
尾
市
、
珠
洲
市

石
川
県

震
度
7を

観
測
す
る
の
は

観
測
史
上
初
め
て

25



輪
島
市

輪
島
市

輪
島
市
・
珠
洲
市
・
穴
水
町

→
特
に
木
造
の
古
い
建
物
で

倒
壊
や
大
規
模
な
損
傷
が
み
ら
れ
た

(国
交
省
現
地
調
査
の
速
報
）

建
物
の
耐
震
性
の
向
上

地
震

・
津

波
対

策
②

首
都

直
下

地
震

と
建

物
の

耐
震

対
策

〜
逃

げ
る

必
要

の
な

い
建

物
・

ま
ち

を
目

指
す

〜
工

学
院

大
学

・
建

築
学

部
教

授
久

田
嘉

章

倒
壊
し
な
い
建
物
に
暮
ら
す

・
震

度
6以

上
で

全
壊

率
が

増
大

・
19

81
年

以
降

の
基

準
で

し
っ

か
り

建
て

る
→

補
強

す
る

建
物
被
害

（
7/
1被

害
報
）
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人
的
被
害

（
7/
1被

害
報
）

○
死
者
33
3名

・
直
接
死

28
1名

・
災
害
関
連
死

52
名

死
者
（
石
川
県
内
訳
）

・
輪
島
市

13
0名

・
珠
洲
市

11
1名

・
穴
水
町

20
名

・
能
登
町

9名
・
七
尾
市

8名
・
志
賀
町

2名

○
行
方
不
明
者

3名

土
砂
災
害

輪
島

市

地
盤
崩
壊

津
波

珠
洲

市

27



令
和

6年
能

登
半

島
地

震
で

発
生

し
た

津
波

は
、

日
本

海
の

閉
じ

た
空

間
で

反
射

・
屈

折
を

繰
り

返
す

こ
と

に
よ

り
、

場
所

に
よ

っ
て

最
大

波
の

出
現

が
遅

く
、

ま
た

⻑
時

間
継

続
す

る
と

い
う

特
徴

を
持

つ
事

例
で

あ
っ

た
。

気
象

庁
、

「
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
」

に
つ

い
て

（
第

５
報

）

早
い
段
階
で
津
波
が
到
達

・
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
震
源
に
近
い

・
津
波
が
早
期
に
襲
来

・
石
川
県
珠
洲
市
・
能
登
町
︓
4m
、
新
潟
県
上
越
市
︓
5m

NH
K,

 能
登

半
島

地
震

の
特

徴
と

原
因

は
？

最
大

震
度

7の
揺

れ
と

津
波

, 2
02

4/
4/

1

津
波
か
ら
の
声
か
け
避
難

「
合

言
葉

」
が

救
っ

た
命

、
N

HK
金

沢
・

石
川

W
EB

ノ
ー

ト
、

20
24

/0
1/

24
石

川
・

珠
洲

の
あ

る
集

落
、

津
波

の
死

者
は

ゼ
ロ

住
⺠

の
命

救
っ

た
合

言
葉

、
国

本
よ

う
こ

・
毎

日
新

聞
、

20
24

/2
/1

1

『
な
に
か
あ
っ
た
ら
集
会
場
』

・
合
い
言
葉

・
毎
年
訓
練

・
13
.5
m
の
想
定

実
際
に
ゆ
れ
が
・
・
・

・
家
屋
が
倒
壊

→
動
け
る
。
声
を
か
け
あ
い
な

が
ら
避
難

・
車
が
津
波
で
流
さ
れ
る

→
病
気
で
足
が
悪
い
方
を
お

ぶ
っ
て
避
難

地
震

・
津

波
対

策
③

珠
洲

市

写
真

非
表

示

津
波
で
の
犠
牲
者
が
で
た
地
域
は
･･
･

NH
K津

波
浸

水
区

域
内

で
26

人
死

亡
「

倒
壊

家
屋

か
ら

声
」

証
言

も
能

登
地

震
20

24
年

4月
1日

17
時

11
分

津
波
の
犠
牲
者

・
石
川
県
の
発
表

2名
・
報
道
で
は
、
26
名

原
因
と
み
ら
れ
る
の
は

・
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
で
ら
れ
な
い

・
家
屋
倒
壊
に
よ
り
避
難
路
が
な
く
な
っ
た

・
液
状
化
で
マ
ン
ホ
ー
ル
が
と
び
で
た

珠
洲

市

写
真

非
表

示

28



津
波
か
ら
の
避
難

•車
避

難
で

大
渋

滞
•ひ

と
つ

の
⾼

台
に

住
⺠

が
集

中

美
山

公
園

＝
⾼

台
に

車
が

集
中

（
糸

魚
川

市
）

渋
滞

が
発

生
（

新
潟

市
）

地
震

・
津

波
対

策
④

検
討

の
必

要
性

：
誰

が
ど

こ
へ

ど
う

や
っ

て
逃

げ
る

の
か

N
H

K新
潟

、
能

登
半

島
地

震
新

潟
津

波
か

ら
の

車
避

難
, 2

02
4/

03
/0

4

写
真

非
表

示

火
災

輪
島

市

液
状
化

⻄
灘

町

液
状
化
被
害
の
様
相

•土
中

の
水

分
が

表
層

に
出

て
き

て
、

そ
の

分
だ

け
地

面
が

沈
み

込
む

。
•マ

ン
ホ

ー
ル

が
浮

き
出

た
り

、
電

柱
が

沈
ん

だ
り

、
地

盤
が

傾
い

た
り

す
る

。

氷
見

市

29



液
状
化
対
策

北
日

本
新

聞
、

液
状

化
復

旧
に

最
大

１
２

０
万

円
補

助
富

山
県

が
追

加
支

援
、

地
震

で
準

半
壊

以
上

の
木

造
住

宅
, 2

02
4/

2/
1

地
震

・
津

波
対

策
⑤

避
難
生
活

•避
難
場
所

•1
次
避
難
所

•想
定
し
て
い
た
地
域
の
避
難
所

•想
定
外
の
避
難
所

•自
主
避
難
所

•福
祉
避
難
所

•1
.5
次
避
難
所

•2
次
避
難
所

•旅
館
・
ホ
テ
ル

•福
祉
施
設
等

避
難
場
所

の
混
乱

検
討

の
必

要
性

：
津

波
警

報
時

の
避

難
所

開
設

の
課

題

地
震

・
津

波
対

策
⑥

石
川

県
避

難
所

の
開

設
状

況

内
閣

府
,令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
避

難
所

運
営

の
状

況

30



1.
5次

・
2次

避
難

所
の

開
設

状
況

自
主
避
難
所
の
様
子

写
真

非
表

示

イ
ン
フ
ラ
の
途
絶

•
イ
ン
フ
ラ
の
途
絶

•
道
路
の
途
絶

地
域

•
避
難
生
活
が
困
難

•
人
が
戻
ら
な
い

支
援

•
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

•
ト
イ
レ
・
宿
が
な
い

国
土

交
通

省
,令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
被

害
と

対
応

31



国
土

交
通

省
,令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
被

害
と

対
応

自
助

共
助

公
助

地
震

・
津

波
対

策
の

担
い

手
は

誰
か

？

地
域

自
主

防
災

組
織

当
事

者
・

家
族 行

政

34

自
助

共
助

公
助

地
震

・
津

波
対

策
の

担
い

手
の

連
携

は
？

地
域

自
主

防
災

組
織当

事
者

・
家

族

行
政

35

乖
離

災
害
か
ら
の
地
域
の
安
全
・
安
心
を
考
え
る

→
平

時
の

要
配

慮
者

を
支

え
る

担
い

手
を

ど
う

巻
き

込
む

か

健
康

増
進

の
た

め
の

サ
ー

ビ
ス

社
会
福
祉
協
議
会

病
院
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

行
政

保
健

福
祉

部
局

行
政

防
災

部
局

地
域

当
事

者

家
族

行
政

土
木

部
局

36

自
治
会

自
主
防
災
組
織

⺠
⽣
委
員

消
防
団

水
防
団

医
療

保
健

福
祉

32



東
京
都
、
区
市
町
村
に
お
け
る
個
別
避
難
計
画
作
成
・
活
用
の
手
引
き

内
閣

府
、

避
難

行
動

要
支

援
者

の
避

難
行

動
支

援
に

関
す

る
取

組
指

針
H2

8
令

和
3年

度
改

定
参

考
資

料
（

第
Ⅴ

部
）

38

避
難
⾏
動
要
支
援
者
の
た
め
の
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

→
「
個
別
避
難
計
画
」

内
閣

府
、

避
難

行
動

要
支

援
者

の
避

難
行

動
支

援
に

関
す

る
取

組
指

針
H2

8
令

和
3年

度
改

定
参

考
資

料
（

第
Ⅴ

部
）

39

輪
島

市
朝

市
通

り
の

火
災

珠
洲

市
の

津
波

被
災

内
灘

町
の

液
状

化
被

災
輪

島
市

等
の

家
屋

倒
壊

33
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